
第
十
四
条

第
二
十
七
条
の
七
第
一
項

附
則
第
十
四
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え

て
適
用
す
る
法
第
二
十
七
条
の
七
第
一
項

自
衛
官
以
外
の
職
員
の
定
年

年
齢
六
十
年

別
記
様
式
第
三

第
27条
の
７
第
１
項

附
則
第
14項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て

適
用
す
る
同
法
第
27条
の
７
第
１
項

第
27条
の
11第
８
項

同
法
第
27条
の
11第
８
項

別
記
様
式
第
六
及
び
別
記
様

式
第
七

第
27条
の
９
第
１
項

第
27条
の
９
第
１
項
（
法
附
則
第
15項
の

規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合

を
含
む
。）

別
記
様
式
第
八
及
び
別
記
様

式
第
九

第
27条
の
９
第
１
項

第
27条
の
９
第
１
項
（
同
法
附
則
第
15項

の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場

合
を
含
む
。）

３

法
附
則
第
十
二
項
の
規
定
に
よ
り
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
給
付
金
の
う
ち
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替

え
て
適
用
す
る
法
第
二
十
七
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
後
期
算
定
基
礎
期
間
に
係
る
も
の
に
対
す
る
第
一

条
、
第
二
条
、
第
四
条
第
一
項
、
第
六
条
か
ら
第
八
条
ま
で
、
第
九
条
第
四
項
、
第
十
一
条
第
三
項
、
第
十
二

条
、
第
十
四
条
、
第
十
六
条
、
第
十
八
条
、
第
十
九
条
第
一
項
、
第
二
十
条
か
ら
第
二
十
二
条
ま
で
、
第
二
十

五
条
第
一
項
、
別
記
様
式
第
三
及
び
別
記
様
式
第
六
か
ら
別
記
様
式
第
九
ま
で
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と

す
る
。

第
一
条
各
号
列
記
以
外
の
部

分

第
二
十
七
条
の
三
第
一
項
に

規
定
す
る

附
則
第
十
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え

て
適
用
す
る
法
第
二
十
七
条
の
三
第
一
項

に
規
定
す
る
後
期
算
定
基
礎
期
間
に
係
る

第
一
条
第
一
号

第
二
十
七
条
の
三
第
一
項

附
則
第
十
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え

て
適
用
す
る
法
第
二
十
七
条
の
三
第
一
項

第
一
回
目
の
給
付
金

第
三
回
目
の
給
付
金

退
職
し
た
日

年
齢
六
十
年
に
達
す
る
日
の
翌
日

第
一
条
第
二
号

第
二
十
七
条
の
三
第
一
項

附
則
第
十
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え

て
適
用
す
る
法
第
二
十
七
条
の
三
第
一
項

第
二
回
目
の
給
付
金

第
四
回
目
の
給
付
金

第
二
条
第
一
項

若
年
定
年
退
職
者
及
び
法

法

退
職
又
は
死
亡

死
亡

若
年
定
年
退
職
者
又
は
勤
務

延
長
期
間
内
死
亡
者
の
遺
族

等

勤
務
延
長
期
間
内
死
亡
者
の
遺
族
等

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報 


		2023-03-30T18:29:00+0900
	C＝JP,O＝Japanese Government,CN＝Ministry of Finance
	NationalPrintingBerau
	国立印刷局より署名済み


	



